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取り消しがあるまで有効



Classified as MB Internal

EWANAPI DMS Integration XOT：

ディーラ管理システム経由でXENTRY Operation Timeアプリケーションに
入ります
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ディーラ管理システム (DMS) への作業項目の追加は、
XENTRY Operation Time (XOT)アプリケーションを介して
行います。
XOTに転送するには、ASRAボタンをクリックします。



Classified as MB Internal
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1a 
1a 1 目的のコンストラクショングループとコンストラクションサブ

グループ (1a) を選択します。
次のステップで作業項目に進むには、作業項目の選択
(1b) をクリックします。

EWANAPI DMS Integration XOT：

作業項目を検索し、作業項目リストに適用します

1b

2 作業項目リストに1つ以上の作業項目を追加します。

2

3

3 作業項目リストに移動するには、作業項目リストボタンを
クリックします。



Classified as MB Internal

EWANAPI DMS Integration XOT：

作業項目を確認し、ディーラ管理システムに適用します

4

1

2
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1

2

作業項目リストには、選択した作業項目がオーダ番号付きで
分かりやすく一覧表示されています。

作業項目リストから、ディーラ管理システムに適用する
作業項目を1つ以上選択するか、すべての作業項目を
選択します。

次に、DMSに保存ボタンをクリックして適用します。

自動的にディーラ管理システムにリダイレクトされます。
選択した作業項目が一覧表示されており、オーダの処理を
続けることができます。



Classified as MB Internal

EWANAPI DMS Integration XOT：

ディーラ管理システム経由でバウムスタを使って
XENTRY Operation Timeアプリケーションに入ります
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2

1

2 リスト上の目的のエントリをクリックして選択し、
選択から作業項目に移動します。

1 バウムスタを経由してXOTに移動すると、
車両に関する情報を含むポップアップウインドウが
表示されます。
フィルタ機能で検索結果を絞り込むことができます。



Classified as MB Internal

EWANAPI DMS Integration XOT - DC：

XOTに入って、Damage Codeアプリケーションで
故障コードを選択します
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1 Damage Code（故障コード）アプリケーションへは、
XENTRY Operation Timeの作業項目リストから
アクセスできます。

作業項目の故障コードに移動するには、
目的の作業項目 (1a) を選択し、
故障コードのシンボル (1b) をクリックします。
Damage Codeアプリケーションに移動します。

1b

1a



Classified as MB Internal

EWANAPI DMS Integration XOT - DC：

Damage Codeアプリケーションで故障コードを検索して、選択します
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まず、キーワード選択 (1a) を使用するか、
その下にリストされているコンストラクショングループと
コントラクションサブグループ (1b) を使用して、
作業項目をより正確に定義します。
次に、その右側にポップアップ表示される画像一覧で、
対応する部品番号をクリックして選択できます (1c)。

1c

1
1a

1b



Classified as MB Internal

EWANAPI DMS Integration XOT - DC：

Damage Codeアプリケーションで故障コードを選択し、
XOTに適用します
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ドロップダウンメニューを使用して、故障箇所、故障の種類、
修理の種類、保証の種類 (1a) を決定し、故障コードを
表示させます (1b)。

1

2

2
1b

1a

戻るボタンで、XENTRY Operation Timeアプリケーションの
作業項目リストに簡単に戻ることができます。
故障コードは自動的に適用されます。故障コードは、
作業項目と一緒にDMSに転送できるようになりました
（スライド4を参照）。



Classified as MB Internal

EWANAPI DMS Integration DC：

ディーラ管理システム経由でDamage Codeアプリケーションに
入ります
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ディーラ管理システム (DMS) への故障コードの追加は、
Damage Codeアプリケーションから行います。
Damage Codeアプリケーションに移動するには、
WISボタンをクリックしてログインします。



Classified as MB Internal

EWANAPI DMS Integration DC：

Damage Codeアプリケーションで故障コードを検索して、選択します
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まず、キーワード選択 (1a) を使用するか、
その下にリストされているコンストラクショングループと
コントラクションサブグループ (1b) を使用して、
作業項目をより正確に定義します。
次に、その右側にポップアップ表示される画像一覧で、
対応する部品番号をクリックして選択できます (1c)。

1c

1

1a

1b



Classified as MB Internal

EWANAPI DMS Integration DC：

Damage Codeアプリケーションで故障コードを選択し、
ディーラ管理システムに適用します
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ドロップダウンメニューを使用して、故障箇所、故障の種類、
修理の種類、保証の種類 (1a) を決定し、故障コードを
表示させます (1b)。

1

2
2

1b

1a

選択した故障コードをクリップボードに適用アイコンをクリックすると、
故障コードがディーラ管理システムに適用されます。




